
まえがき＝素材から機械システムまで幅広い製品を生産
している当社では，対象に応じ様々な検査装置 1）～3）質を介して超音波探傷プローブをワークに接触させながらワーク表面を走査する必要がある。　当社は，素材メーカとして丸棒鋼など円柱状の製品を数多く扱っており，その内部品質を保証する目的から，全数超音波探傷を行っていることが多い。このため，検査品質の確保や生産性の観点から，超音波探傷をオンラ

＊

Akira OKAMOTO
山路鉄生＊＊

Tetsuo YAMAJI








